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研究室紹介

　埼玉医科大学医学部病理学は，1972 年の開学時に埼玉
医科大学第 1 病理学教室として発足しました．初代教授は
吉井隆博教授で，第 2 代の片山勲教授が 1979 年に赴任さ
れました．片山教授は 1998 年 3 月の定年退任まで活躍さ
れ，今日の病理学教室の基礎はこの時代に作られました．
同年秋には廣瀬隆則教授が就任し，中央病理診断部の独立
に尽力されるなど，組織上の大きな変革に機動力を発揮さ
れました．廣瀬教授が退職された後，佐々木が 2010 年 4
月から教室を主宰し，現在に至っています．2014 年 10 月
には山田健人教授がスタッフとして加わりました．

　現在の研究テーマと研究概要を紹介します．
1）神経病理学
　神経病理学的研究は，佐々木，石澤圭介（講師），塩田敬

（非常勤講師），小森隆司（客員教授），本間琢（客員講師）
が行っています．

（1）脳腫瘍の分子病理学的研究：神経膠腫の表現型と遺伝
子型の相関を明らかにするために，免疫組織化学，画像
解析，増殖能の定量，FISH法などの方法を用いている．
現在，佐々木は，上衣腫と髄芽腫の全国研究の中央病理診
断を担当している．今後は，DNAマイクロアレイ研究な
ども取り入れる予定である．

（2）神経膠腫における腫瘍随伴マクロファージの役割
解明：フランスのIRCや群馬大学との共同研究でトランス
ジェニックラット神経膠腫の解析も行っている．

（3）ミクログリアの病態解明と治療応用への検討：原因
不明の難病である那須病やHDLSといった白質脳症が

「microgliopathy」である可能性が近年の研究で判明した．
DAP12， TREM2，CSF1-Rなどの受容体と病態の関係をより
詳細に検討し，治療法への応用を探索していく予定である．

（4）認知症と神経変性疾患の病理学的研究：プリオン病の
検索も行っている．

（5）小児神経病理学：染色体異常症などの診断・病理学的
研究．

2)腫瘍病理学および免疫病理学
　山田健人教授が慶応大学病理学などとの共同研究を
行っています．

（1）ヒト疾患モデルを用いた分子病理学研究：臨床検体を
用いて，がんや免疫病の疾患モデル動物を確立し，患者の
病態を生体内で再現することで能動的な分子病理学的手法
を用いた疾患・病態の解析を行っている．

（2）分子標的療法の開発と臨床試験：ヒト化抗CD26 モノ
クローナル抗体の開発や抗体 - 薬剤結合分子（Antibody-
Drug Conjugate; ADC）の作成を通じ，その適応疾患のバイ
オマーカー探索や抗原発現の病理学的解析を行い，がんや
免疫病（GVHDなど）の分子標的療法の確立を行っている．

3)血液（骨髄）病理学
　茅野秀一准教授の専門分野であり，市村隆也助教は赤芽
球核のデジタル画像解析を研究中です．

（1）Bリンパ球／形質細胞系腫瘍の分子遺伝学的研究：慢
性リンパ性白血病，hairy cell leukemia，多発性骨髄腫，B
リンパ腫など多様な疾患を対象として，遺伝子mutation解
析や，染色体のFISH解析などの分子遺伝学的研究を行っ
ている．

（2）造血器疾患にみられる赤芽球系細胞の免疫形質発現パ
ターンの解析：骨髄病理標本に使用可能で信頼性の高い赤
芽球マーカーの導入が待たれており，現在多様な骨髄疾患
を対象に検討を進めている．

（3）骨髄線維化の形態学的研究：骨線維化の背景となった
病変の解析とともに線維化自体にも免疫組織化学を主体と
する解析を行う．

　研究においては，「臨床病理学的研究の推進」と「病態の
解明」が目標です．これらの研究の実行においては，国内・
海外の基礎研究者と臨床医との共同研究が実施中であり，
継続・発展させていくつもりです．
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　大学院生の教育は研究と大きく関わってきますが，
目標は，一定期間内での学位取得です．大学院生には，
修了後，臨床医学に戻る者もいると考えられ，彼らには，
病理学的研究の考え方・姿勢，すなわち，事象を近視眼的
ではなく俯瞰的に捉えることのできる臨床医になるよう指
導したいと思っています．さらに，近年減少傾向にある，

「アカデミック・ドクター」，すなわち，医学部のスタッフ
として大学で先端医療の研究，診療を担いながら医学生を
育てる医師も見出したいと考えています．この点に関して
は，本学で開始される「研究医養成コース」を活用したいと
思います．

　佐々木はノースキャロライナ大学ポスドクやロンドン
大学インペリアル校神経病理学教室の客員教授の経験が
あり，海外・国内にある癌研究・病理学・神経病理学の
一流研究施設の部門長との交友があるので，神経病理だけ
でなく癌研究に興味のある若手研究者に海外・国内留学
の機会を与えたいと考えています．医学生や若手医師の
皆さんを歓迎しますので，研究室にぜひお寄りください．
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